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１１月 ６日（火）   地水利調査 

    ８日（木）   総合消防訓練 「甲斐市敷島総合文化会館」             

      ９日（金）   街頭啓発 「ＪＲ甲府駅」 

      運動期間中    危険物輸送車両等の立入検査 

     １２日（月） 

１３日（火）    

     １４日（水）   第１１回幼年婦人消防大会 「甲府市総合市民会館」 

第２７回県民の日記念行事「消防まつり」 

日  時  １１月１０日（土） 午前１０時～ 

場  所  山梨県小瀬スポーツ公園  ≪陸上競技場前広場≫ 

主  催  山梨県消防長会 

実施項目   消防車展示・ミニ消防車試乗・防災指導車による体験プログラム   

地震体験・消火訓練・煙体験・救急法実技指導・記念品配布 

住宅用火災警報器普及啓発・おえかきコーナー 
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日
頃
よ
り
、
圏
域
住
民
の
皆
様
方
に
は
火
災
予
防
や
各
地
域
で
の
防
災
活
動
等
、
消
防
行
政

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
  

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
巨
大
地
震
が
も
た
ら
し
た
社
会
基

盤
の
ひ
ず
み
は
、
未
だ
住
民
生
活
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
と
こ
ろ
、
「
首
都
直
下
型
地
震
や
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
三
連
動
地
震
」
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
、
災
害
に
対
す
る
住
民
の
意
識
も
一
段
と
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
消
防

行
政
に
対
す
る
期
待
も
強
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
災
害
に
強
い
「
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
地
域
の
消
防
団
員
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
よ
り
一
層
連
携
を
強
め
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
今
ま
で
以
上
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
消
防
事
情
と
し
て
救
急
車
の
出
動
回
数
の
急
激
な
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
三
年
の
統
計
で
は
一
万
三
千
件
を
突
破

し
、
一
日
平
均
約
三
十
五
件
、
四
〇
分
に
一
回
の
割
合
で
救
急
車
が
出
動
し
、
搬
送
人
員
を
管

内
人
口
の
割
合
で
見
る
と
、
約
二
十
四
人
に
一
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 救

急
車
の
利
用
状
況
を
見
る
と
出
動
件
数
の
約
半
数
が
軽
傷
者
等
で
緊
急
を
要
し
な
い
、
言

わ
ば
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
す
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
り
、
適
正
な
救
急
車
の
利
用
を

し
て
い
た
だ
き
、
私
ど
も
「
一
分
一
秒
の
時
間
短
縮
に
よ
り
、
救
え
る
命
を
一
人
で
も
多
く
救

い
、
そ
し
て
社
会
復
帰
を
」
を
合
言
葉
に
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
重
ね

て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

最
後
に
多
種
多
様
化
す
る
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
度
に
軽
減
す
る
た
め
に
消
防
力
の

充
実
強
化
を
図
り
、
地
域
住
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
災
害
に
強
い
地
域
を
め
ざ
し
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
圏
域
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第７８回甲種防火管理新規講習会開催 

日     時：平成２４年１２月４日（火）･５日（水） 

場     所：甲府市蓬沢一丁目１５番３５号 「山梨県自治会館」 定員 １５０名 

※ 問い合せは、予防課 査察指導・広報係 （℡０５５－２２２－１２８４） 
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解
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一
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大
地
震
が
も
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し
た
社
会

基
盤
の
ひ
ず
み
は
、
未
だ
住
民
生
活
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大
き
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不
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え
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ま
す
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こ
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と
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ト
ラ
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た
、
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火
災
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よ
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犠
牲
者
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無
く
す
た
め
、
昨
年
６
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全
て
の
住
宅
に
設
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義
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さ
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た
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宅
用
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災
警
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協
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取
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。

 
  

最
後
に
多
種
多
様
化
す
る
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
度
に
軽
減
す
る
た
め
に
消
防
力

の
充
実
強
化
を
図
り
、
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域
住
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の
負
託
に
応
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災
害
に
強
い
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を
め
ざ
し
全
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を
尽
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し
て
ま
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で
、
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支
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協
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。

１１月９日（金）～１１月１５日（木） 

防火対象物一般査察 
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ドクターヘリ連携訓練 

  平成２４年４月１日から山梨県ドクターヘリ運用

開始に伴う、救急現場から一刻も早い初期治療と医療

機関までの搬送を、当本部救急隊との連携による訓練

を実施いたしました。 

防災訓練 

平成２４年９月１日（土）甲府市総合防災訓練が甲

運小学校で開催され、地域住民参加のもと陸上自衛隊、

日本赤十字社山梨県支部、甲府市消防団及び各関係機

関等が連携し、救助隊と救急隊との連携した救出救護

訓練及び消防隊による放水防ぎょ訓練を実施しまし

た。 

 

多数傷病者事故発生時対応訓練 

平成２４年９月１０日（月）甲府市緑が丘スポーツ公園

において救急医療週間中の一環として、多数傷病者事故発生

時の救急隊、消防隊、救助隊及び医療チーム（ＤＭＡＴ）が

連携し、指揮体制の確立並びにトリアージ能力と救命効率の

向上を図るため訓練を実施しました。

 

甲府地区支部消防団員操法大会 

平成２４年７月１５日（日）平成２４年度第３８回甲

府地区支部操法大会が県消防学校において開催され、甲

府市・甲斐市・中央市・昭和町の消防団員９５０名が日

頃の訓練を披露しました。 

 
水難救助訓練 

平成２４年６月２８日（月）夏場の水による事故を想

定し、急流による水難救助訓練を釜無川で実施、水難救

助に対する知識と技術向上を図り、水難救助訓練を実施

しました。 



ついていて良かった事例

【火災に早く気づき、命を取り止めることができた事例】

【隣人が警報音に気付き、火災発生に至らなかった事例】

住宅用火災警報器を設置している方へ

【日ごろの点検・お手入れ】

【電池切れの時】

お問合わせ先　　消防本部か、お近くの各消防署へ

○電池が切れそうになったときは、音や光で交換時期を知らせてくれます。電池切れ警報が
鳴ったら新しい電池に交換して下さい。

【悪徳業者に注意】

○住宅用火災警報器が、法律により設置が義務化されたことに伴い、訪問販売などで市場価
格より高額で販売する悪質な業者が発生しております。

住宅用火災警報器設置及び維持管理について

○２階で寝ていた男性（７９歳）が、寝室に設置してある住宅
用火災警報器の警報音で目が覚めて、ベランダから屋外へ避難
した。

○台所でゆで卵を作ろうと、鍋に生卵と水を入れコンロに火を
付けたことを忘れて買物に出かけてしまいましたが、台所の住
宅用火災警報器が発報しているのを隣人が気付き１１９番通報
した。

○作動確認は、ボタンを押したり、ひもを引いたりするなど、機種によっては異なります
が、１ヶ月に１回、作動点検をしましょう。

○警報機にホコリが付くと火災を感知しにくくなることや、誤作動することがありますので
乾いた布等でホコリをふき取りましょう。

取りつけ
ましたか？

住宅用火災警報器
あなたの命の
みはりやく



安全なくらしを守る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財防火デーに伴う特別査察 

平成２４年１月２６日（木）国民的財産である貴重な文化

財を火災、地震及びその他の災害から守るため、また、関係

者並びに地域住民の文化財愛護思想と防火意識の高揚のた

め立入検査を実施しました。 

危険物安全週間特別査察 

平成２４年６月４日（月）から６月８日（金）まで、｢危

険物安全週間｣の行事の一環として、危険物施設の立入検査

を実施し、関係者の保安に対する意識の高揚及び啓発を促す

とともに、より一層の自主保安体制の確立と安全の確保の徹

底を図るため実施しました。 

 

旅館ホテル等特別査察 

 平成２４年５月１３日（日）早朝、広島県福山市で発生し

た宿泊客７人が死亡したホテル火災を受け、管内の類似３８

施設の消防用設備の維持管理状況や、避難施設の管理状況等

を重点項目に緊急特別査察を実施しました。 

 

幼稚園･保育園特別査察 

平成２４年４月９日（月）から４月２７日（金）まで、

児童福祉週間に伴い、児童を火災や地震等の災害から保護

するため管内の幼稚園、保育園等の１０９施設の特別査察

を実施しました。 

住宅用火災警報器普及啓発活動 

 住宅用火災警報器の設置が義務化され、全世帯への設置

を目指し、防災訓練会場等において、甲府地区女性防火ク

ラブ員による普及啓発活動を実施しました。 

救急車適正利用啓発活動 

 平成２４年９月１１日（火）甲斐市の竜王農産物直売所

「い―なとうぶ」駐車場において、救急医療週間の一環と

して、買い物客や地域住民に広く、救急車の展示や応急処

置など救急車適正利用の啓発活動を実施しました。 
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： 山梨県

働科学研究

す。 

関、医師会

協議会）の

命士が行え

救命士によ

をこうむる

す。 
対して血糖

投与します

る患者さん

す。 

ショック状

に文書によ

で可能（回復

します。 

３－１４３０

等で実際

す。 

す 
 

 

 

 

 

県全域 

究費補助

会及び消

の連携の

える処置

よる処置

ることは

糖測定

す。 

んが重

状態の

り同意

復後本

０ 

際に処
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山梨県消防救助技術大会 

平成２４年６月１３日（水）都市災害と複雑多様化に伴い人命危険が激増する現在、消防職員には高度に

して専門的な救助技術の習得と県下消防職員が平素鍛えた高度の消防技術の成果を相互に交換するととも

に各本部の防災連携意識の高揚を図ることを目的として、笛吹市消防本部訓練場において第３９回山梨県消

防救助技術大会が行われ、当消防本部からは７種目に出場し、県代表として障害突破の部で関東地区指導会

に出場、はしご登はんの部で消防副士長小林健太選手が全国大会に出場し入賞をしました。 

 

 
                        

 
甲種防火管理新規講習会 

 平成２４年６月２６日（火）・２７日（水）の２

日間、甲府市蓬沢一丁目の山梨県自治会館におい

て、第７７回甲種防火管理新規講習会を実施し、

新たに１７５名の防火管理者が誕生いたしまし

た。 

消防音楽隊対外演奏 

 平成２４年４月１５日（日）緑が丘スポーツ公

園船出広場で開催されたイベントで、消防音楽隊

が大勢の市民の前で、住宅用火災警報器の設置及

び維持管理の啓発活動のため演奏を披露しまし

た。 

上級救命講習会 

 平成２４年９月９日（日）甲府地区消防本部３

階講堂において上級救命講習会を実施し、当本部

救急救命士の指導により、応急処置を学び５９名

に修了証を交付し、講習会を終了しました。 

 

 
防災学習 

 児童及び各種団体等を対象に、実際に見て聞くこ

とにより消防の仕事を理解して、より身近なものに

感じてもらうため当消防本部の各消防車の説明や 
指令室での119番の入電などを見学し、防災の学習

の場として、火災予防に繋がればとの思いで、年間

を通して庁舎見学を実施しています。 
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私たちの市・町の火災と救急 
 平成２４年上半期 

           （１月～６月） 
      火災件数        ６３件 

      救急件数  ６，４７２件 
     （中央道１１件・管轄外８件を含む。） 

平
成
二
十
四
年
上
半
期
の
火
災
件
数
は
六
十
三
件
で
、
昨
年
同
期
と
比
べ
る
と
十
八
件
の
減
少
で
あ

り
ま
す
が
、
火
災
に
よ
る
死
者
・
負
傷
者
は
昨
年
同
期
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
も
の
の
六
名
の
尊
い
生

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。 

出
火
原
因
は
、
放
火
（
放
火
の
疑
い
も
含
む
）
が
十
件
と
最
も
多
く
、
次
に
た
ば
こ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ

等
に
よ
る
も
の
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。 

昨
年
同
様
、
放
火
・
放
火
の
疑
い
と
思
わ
れ
る
出
火
原
因
が
ト
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
の
周
り

に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
・
物
置
や
倉
庫
な
ど
を
施
錠
す
る
な
ど
防
火
対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。 ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
火
災
は
発
生
し
ま
す
。
台
所
で
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
そ
の
場
を
離
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
は

必
ず
火
を
消
す
習
慣
を
つ
け
、
火
の
元
の
管
理
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。 

救
急
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
万
件
を
超
え
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
十
四
年
上
半
期
は

す
で
に
六
千
件
を
超
え
る
出
動
を
し
て
お
り
一
日
平
均
三
十
五
件
も
の
出
動
を
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
い
つ
ど
こ
で
病
気
や
け
が
に
お
そ
わ
れ
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
の
適
切
な

行
動
が
尊
い
人
命
を
救
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
応
急
手
当
の
知
識
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

     火災と救急の比較                    出火原因の比較 

区    分 ２４年上半期 ２３年同期  区    分 ２４年上半期 ２３年同期

火災件数      ６３件 ９１件 放火（疑い含む） １０件 １２件

建物火災      ３４件 ４２件 たばこ  ７件 ２１件

損害額(千円） 144,773 139,128 ガスコンロ等 ７件 ６件

焼損床面積 1,114 ㎡ 1,525 ㎡ ごみの焼却 ６件 ５件

焼損表面積 395 ㎡ 629 ㎡ 枯れ草の焼却 ３件 ７件

死      者 ６人 ８人 火入れ ２件 ０件

負  傷  者 ９人 ８人 石油ストーブ ２件 ２件

 火遊び １件 ６件

区    分 ２４年上半期 ２３年同期 不明・その他 １２件 ２９件

救急出場件数      6,472 件 6,318 件
 

搬送人員       6,077 人 5,897 人

    

問い合せ 甲府地区消防本部 予防課 

                                                          TEL055-222-1284（直通） 

甲府市 

火災      42 件 

焼損面積   934 ㎡ 

損害 117,323(千円) 

救急  4,601 件 

甲斐市 

(双葉町を除く) 

火災    9 件 

焼損面積   26 ㎡ 

損害 1,764(千円) 

救急  890 件

中央市 

火災    11 件 

焼損面積   154 ㎡ 

損害 25,686(千円) 

救急   536 件 

昭和町 

火災     1 件 

焼損面積    0 ㎡ 

損害      0(千円) 

救急    426 件
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